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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 李寧氏が博士学位申請論文「中国篆刻対江戸時代日本篆刻的影響研究」は次のよう
に構成されている。 
  緒論 
  上編 江戸時代唐船舶載中国印籍 
第一章 江戸時代唐船舶載的明清印譜 
第二章 江戸時代唐船舶載中国印論 
第三章 江戸時代唐船舶載的篆書法帖 
第四章 江戸時代唐船舶載的中国篆纂 
下編 江戸時代篆刻的発展與舶載印籍的関係 
第一章 唐船舶載印譜中的明清篆刻流派與江戸時代的篆刻風格 
第二章 唐船舶載印譜中的古印章與江戸時代“芙蓉派”的篆刻 
第三章 曽之唯《印籍考》與江戸時期印人所見印籍 
第四章 杜澂《澂古印要》與舶載 
第五章 高芙蓉復篆《古今公私印記》與舶載典籍 
第六章 五十五種舶載明清印譜考 
結論 
 附表、図索引、表目録、参考文献 
以上からなる。 
李寧氏の論文は、江戸時代における長崎貿易によって中国から日本に舶載された中国印
籍が、どのように江戸時代の篆刻芸術に与えた影響かを究明し、江戸時代における篆刻の
風格と印学理論の発生と発展を考察するものである。 
 本論文は上編と下編からなり、上編では江戸時代の日本に舶載された中国印籍の種類と
状況を明らかにしたもので、舶載された中国印籍を印譜、印論、篆書法帖と篆纂という四
種類に分け、江戸時代の長崎貿易に関する諸目録に基づき、四種類の印籍の舶載状況とそ
の印籍を内容により分類し、現有資料により印籍の価格、舶載の唐船、港と舶載された印
籍との関係を考察する。 
下編は、江戸時代の篆刻芸術の発展と舶載された印籍との関係を明らかにする。日本へ
舶載された印譜に見られる明清流派の風格や歴代の古印形式そして江戸時代における日本
の印人たちの風格との関係を究明する。江戸時代の印論により、印人たちが学んだ中国印
籍、その印籍に対する評価と、どのような印籍が日本に影響を与えたかを究明する。中国
印籍の日本での翻刻状況を参照し、各種類の印籍が日本での流行の状況を考察する。さら
に江戸時代の篆刻形態に与えた中国印譜の特徴を詳細に分析したものである。 
以上のように、李寧論文は、中国の印学が江戸時代の篆刻藝術にどのように影響を与え
たか、長崎貿易を通じて輸入された舶載書目に依拠して明らかにしたものである。 
 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 李寧氏は、1982 年 5 月に中国山東省に生まれ、2005 年 7 月より現在まで中国書法家協
会に勤務し、同協会教育工作委員会の副秘書長を勤めている。 
江戸時代は日本篆刻史において最も重要な時代であり、長崎の中国貿易を通じて中国の
元明清以来の印譜の多くが輸入され、江戸時代の印章作家に多大な影響を与えたが、具体
的にはこれまで究明されていなかった。李寧氏の論文はこの問題に挑戦したものである。 
上編において江戸時代の日本に舶載された中国印籍の種類と状況を整理し、舶載された
中国の印籍を印譜、印論、篆書法帖と篆纂との四種類に分類し、大庭脩氏『江戸時代にお
ける唐船持渡書の研究』（1967 年）の書籍輸入に関する諸目録により、四種類の印籍の舶
載状況を究明し、さらに現有の資料により印籍の価格、舶載の唐船、港と舶載された印籍
との関係を考察した点である。これまでこのような詳細な考察はほとんど皆無であった。 
下編では、江戸時代の印章作家の篆刻芸術と舶載印籍との関係を明らかについて究明し、
舶載印譜に見られる中国の明清流派やさらにそれを遡る古印形式などと江戸時代における
日本の作家との関係を究明した。江戸時代の人々がどのような中国印籍に興味を示し、そ
の印籍に対した評価とその印籍が日本にどのように影響したかを明らかにした。さらに中
国印籍の日本における翻刻状況を究明し、各種類の印籍の日本での流行状況を提示したな
ど、江戸時代における篆刻に影響した中国印譜の特徴を明らかにした新鮮な成果と言える。 
以上のように李寧氏の成果は、日本のみならず中国においても究明されなかった新鮮な
成果である。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
